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１）G.W.Leibniz Principes de la Nature et de la Grâce, fondés en raison §17 
２）G.W.Leibniz Discours de Métaphysique §24 
３）G.W.Leibniz De rerum originatione radicali, C.I. Gerhardt, Die Philosophischen Schriften von Gottfried 
Wilhelm Leibniz, Berlin, 1875-1890, vii 304.〔以下、Gvii 304 のように略します。〕 
４）Gvii S.170 sq. この辺については、拙著 『モナドロジーの美学』 名古屋大学出版会 1999年 p.198 を参
照して下さい。 
５）Giv 550-551 
６）Principes de la Nature et de la Grâce, fondés en raison §17 
７）Ibid. 
８）Ibid. 
９）Lettre de Leibniz à Hartsoeker  Giii 521 







































                                                                   
10）Lebniz Monadologie §87 







郎 全集 12 p.84 以下、すべて旧版の全集から引用します。） 
13）西田幾多郎 全集 19 p.172 下村寅太郎宛の葉書（1941年8月11日） 
14）Pierre Lévy, L’intelligence collective : pour une anthrologie du cybetspace, La Découverte, Paris, 1994 
15）拙著 『情報学の展開―情報文化研究への視座』 2011年 昭和堂 p.456 以下 
16）例えば、西田幾多郎全集 2 p.66、269、西田幾多郎全集 8 p.190、203-205 
17）西田幾多郎全集 8 p.430 
































表徴』 古賀照一訳 白水社 アラン著作集3 1981年 p.143） 
19）西田幾多郎全集 9 p.97 傍点引用者 この「表象的」という言葉は、ライプニッツの哲学的用語としての
「表象」を明確に意識して使われています。 
20）西田幾多郎全集 9 p.125 
21）西田幾多郎全集 10 p.331 
22）西田幾多郎全集 10 p.451 








25）西田幾多郎全集 6 p.151 
26）西田幾多郎全集 10 p.447 





28）西田幾多郎全集 12 p.377 傍点引用者 この辺の議論については、〈一般者の自己限定として個が生じ
る〉という議論とどのように関わるのかといった質問を、大阪市立大学の高梨友宏先生からいただきました。








































（西田幾多郎全集 6 p.332） 
29）西田幾多郎全集 12 p.377 
30）西田幾多郎全集 12 p.13 
31）西田幾多郎全集 13 pp.147-148 
32）西田幾多郎全集 13 p.148 
33）つまり、先に述べた〈対象として実体を立ててそれを認識する論理〉のこと。 
34）西田幾多郎全集 11 p.86 
35）西田幾多郎全集 14 p.455 書簡 傍点引用者 





























                                                                   
36）西田幾多郎全集 14 p.457 
37）西田幾多郎全集 14 pp.457-458 
38）同前 
39）同前 
40）西田幾多郎全集 14 p.490 
41）西田幾多郎全集 14 pp.457-458 
42）「とにかく般若即非の論理というのは面白いとおもいます あれを西洋論理に対抗するように論理的に作り上
げねばなりませぬ そうでないと東洋論理といっても非科学的などといわれて世界発展の力を持てない」（西田
幾多郎全集 19 p.405） 
43）「絶対に結びつかない個物と個物とが結びつくところに、表現の世界というものがあるのである。歴史的の世
界に於てのみポイエシスということが考えられるのである。」（西田幾多郎全集 8 p.37） 
44）西田幾多郎全集 14 pp.165-166 それこそが愛だとまで西田は言います。「私と汝とが対立する時表現の立
場となる。汝が絶対の他として私に対立するとき表現ということになる。A と B とが絶対に離れたものであ
りながら、しかも時の関係に於て結びつくということが表現である。ここに愛ということがある。離れたもの
が一つでなければならぬという時それは愛である。」（p.166） 
45）西田幾多郎全集 10 p.282 
































                                                                   
46）Lebniz Monadologie §6 
47）西田幾多郎全集 10 p.498 








出てこない。」（cf. Georges Friedmann, Leibniz et Spinoza, nouvelle édition revue et augmentée, Gallimard, 1962, 
p.83）という指摘もあるように、表立つ形ではなく、モナドの独立性の根底に横たわる考え方としてあるもの
と私は解釈します。Renato Christin は〈「力の中心」としての、コナートゥスの核としてのモナド〉という言い
方をしています（Phänomenologie und Monadologie. Husserl und Leibniz, Studia Leibnitiana, xxii/2 1990 p.167）。 
50）例えば、Lettre de Leibniz à Des Bosses  Gii 304-305, 324; Discours de la conformité de la foi avec la raison 
§§8 et 9; Essais de Théodicée § 195; Nouveaux Essais sur l’entendement humain 3.10.14 
51）Discussion avec Gabriel Wagner in G.W. Leibniz Textes inédits par Gaston Grua tome I PUF 1948 p.393; cf. 
G.W.Leibniz Principes de la nature et de la grâce/ Monadologie par André Robinet PUF 1954 p.96 













































                                                                   
52）西田幾多郎全集 9 p.82 
53）西田幾多郎全集 9 p.94 
54）西田幾多郎全集 9 p.130 
55）西田幾多郎全集 11 p.116 
56）西田幾多郎全集 13 p.148 






















































                                                                   
57）堀切 実 (解説) 『松尾芭蕉集2』 小学館 新編日本古典文学全集71 1997年 p. 601. 
58）同書 p. 600 
59）同前 
60）「出来事としての私」の「私」は moi よりも je の方が適切ではないかとのご指摘を、京都精華大学の井上由
里子先生からいただきました。実にその通りで、そのように訂正したいと存じます。 


































                                                                   
61）管啓次郎 『コヨーテ読書』 青土社 2003年 pp.101-102 参照 


































                                                                   









でも、また自分自身の影をも救う人である。」（アラン 『イデー』 白水社 アラン著作集6 渡辺 秀訳 
1980年 p.63） 
66）アラン 『人間論』 p.266 
